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まちの元気を求めて 2005年から相模大野周辺商店会連合会の主催で始まつたアート・クラフト市。2008

年からは 4月末の春の市、11月初めの秋の市、と年 2回開催となりました。翌 2009年には出展希望者

を公募制にすることで全国的なクラフト市になり、いまや、新幹線でお見えになるお客様も。駅前という

相模大野ならではの馴染みやすさのなかで、やはり、わたしたちのまちらしい会話を楽しみながら、プロ・

アマ問わずアート作品や手作り作品と出会うクラフト市を体験してみてはいかがでしょうか。

～わたしたちのまちのハンドメイド青空バザール～

このまちのクラフト市だからもつと楽しんじゃお
●手のこごくアート 出店の多さ、品物のバラエ
ティの豊富さからもちろんワクワク度いっぱいの市で

すが、企画当初から「敷居の低いアートの催し」とな

ることを日指したそうです。プロの芸術家ふうではな

い、誰もが楽しめる「手づくりJ感覚。それでいて、
プロの出店もあれば、グランプリ・コンテストなどの

レベルを高める仕掛けがあって、それもお客様のワク

ワク度をさらに高めています。              ●地元締ぐるみで  全国的に有名になることだけ
●アートクラフトの春ち・六野  700組 に及ぶ出店希 を求めず、地元にとって有益で楽しい催しにする。また、
望者の半数以上が県外応募者という全国から注目されるイ そうなることで、全国から来てくださるお客様や出店
ベントになってきていますが、まちの関心はまだまだ。そ される方がこのまちの良さをさらに評価して大切にし
こで工夫されたのが体験コーナー。ベッドタウンだからこ てくださる。そんな循環を実現するには、やはり、地
そ、趣味の充実を提案し、アー トクラフトなら相模大野と 元市民の力が必要です。ここまで育ったアートクラフ
呼ばれるようにしたい。青空市場がそのままこのまちの文 卜市、商店街のみなさんだけに任せず、わたしたちの
化祭になることを目指していると実行委員会のみなさん。 参加で、もっと楽しくしちゃいませんか? すでに、

2015年 4月 26日開催・春の市のエントリーが始まっ

しヽ1譜 IE難頂 2014年 11月秋の市、トンてぃます。わたしたちも、春の市
‖
盛り上げ隊

‖
として、

十eku ttek“ ボ玉作品「くまさんとかえできること探してみませんか?地元からの加勢をぜひ
禄琳■さんるさん」で「グッズぐらんぷぉ願いします.お問い合わせは開催事務局までr.

な細工のとんぼ玉は、その細工が細かすぎて、な 主催●相模大野駅周辺商店会連合会
かなかその努力が認めてもらえないと、可愛く嘆  .管●ホロ模大野アートフエスタ実行委員会
いていました。クラフト

とても大切な作品発表の場

だそうです。そんな会話を

楽しむのも、開放感あふれ

る青空市だからですね。

すべ～す編む編む
市‖ 久代さん

開催事務局  8042…267-5915 (藤 J‖ )

編み込みお正月飾りをで「グッズぐらんぷり」にエントリーされ

たのは「すぺ～す編む編む」さん。相模原市中央区、税務署近く

で30年以上続いている編み物教室の先生と生徒のみなさん

でした。生徒さんの最高年齢は91歳。教室で編み物しながらお

茶のみがするのがとても楽しい、と。クラフト市の売上、およそ

10万円ぐらいは糸代になるそうです。イギリス仕込みの編み

柄は左端に拡大した写真で紹介させていただいてま丸

手づくりだからこそ、ひとつひとつの作品

に物語がありま丸 そのことを出店の方
と会話してみつけるのもいいですねリ

谷
）
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上鶴間公民館　報徳二宮神社

わたしたちのまちの
年間イベントスケジュール

２月　報徳二宮神社豆まき
３月　大野南公民館まつり

（3/7,8）
　　　上鶴間公民館まつり
　　　　　　　　　（3/14,15）
　　　
　　ちょい呑みフェスティバル

（３/24,25,26）

　　　　鶴の恩返し・太鼓祭り
　　　　( 南新町商店街）

４月　アートクラフト春の市
　　　　（原則として

　　　　　４月の最終日曜日、
　　　　　　雨天の場合4/29）

６月　おさんぽマルシェ

７月　ハワイアンナイト in コリドー
　　　　（コリドー通りの夏祭り）

８月　　　　　　　食と JAZZ の
　　　　　　　　　　　祭典
　　　　　　　　　相模大野もんじぇ

９月　銀座祭
　（相模大野銀座通り商店街の夏祭り）
　　　
10 月

　ハロウィン・フェスティバル
　　　＆　かぼちゃまつり

　　ちょい呑みフェスティバル

11 月　アートクラフト秋の市
　　　　　　（原則として
　　　　　　11月最初の日曜）
日）

12月　おさんぽマルシェ

　　　　　　　

【駅前デッキ】
●毎月９日
相模大野九条の会
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2010 年から地域のお店案内としていっしょに作っている「おさん
ぽｍａｐ」がもともとあって、地図だけじゃなくて、たまには集まっ
て何かをしようと思い立ったところ、二宮神社さんが気持ちよく
場所を提供してくれて年２回、それぞれのお店が負担にならない
程度の市が実現することになりました。コンセプトは”あったかい”
ことだそうです。だって、” おさんぽ ” なんですもの。

大学と市民の連携を目指す施設ならではの
ミニ講演会。それぞれの道の専門家を講師
に迎え、普段聞けないうんちくを楽しめま
す。すでに７０回以上を超えていますが、
当初の月４回から２回に。普通の市民にも
専門家はいっぱいだと思うけど、な。

【駅前デッキ】
●毎週可能な限り土・日曜日
ネコの里親を求める活動

　　　　　　　　動物を考える市民の会

“ わたしたちのまち ” と言いならわしていますが、あらためて ” まち ” って何だろう、と考えてみると―
地域の風景のこと、ここでくらす人たちのつながりのこと、ひとりひとりの暮らしが互いにさざ波のように影響しあっていること、でしょうか。
今号のカフェ特集は、この地域で恒例的に行われているイベントや市、活動を集めてみました。もちろん、すべてではありません。
わたしたちのアンテナは限られていますが、ながめてみると、まちの息づき、隣人たちの思いが見えてくるような気がします。 ※あくまで予定です。変更のこと

もあります。また、情報を得てい
ないイベントもあります。
どうぞ、ご自身で見つけてくださ
いますように。

▲海福雑貨の斎藤さん。
 どこか飄々としてるけど

マルシェの世話役さんです。

動物が幸せに暮らせる社会は、人にとっ
ても幸せなはず。その逆も同じ。ネコ
たちとその里親になる方との出会いを
求めるための活動です。
自分では飼えなくて、わずかなふれあ
いを求めてネコたちに会いに来る人も。

相模大野の方だけでなく、市内あちこ
ちにある九条の会の方の姿も。憲法９
条を守り大切にしようと、署名活動だ
けでなく講演会・学習会を企画開催さ
れているグループの活動です。

【伊勢丹前デッキ】
●毎月第２土曜日
戦争をさせない

1000 人委員会・相模原
　　　　　　　　

【伊勢丹前デッキ】
●毎月第４土曜日

だれでもわかる原子力の話
講師・秋山もとひろ（原発を止める会・相模原）

　　　　　　　　

【元ＪＡ相模大野支店あと】
●毎週土曜日
相模大野朝市会

　　　　　　　　JA相模大野支店組合員有志

昨年 4 月から恒例の活動となりまし
た。広報紙を配布しながら、集団的自
衛権行使反対の署名を集めています。
JR 相模原駅や橋本駅でも活動してい
て、その際のコミュニケーションを大
事にし、広報紙の内容となっています。

元相模原市議の秋山さんが 3.11 以来、JR 橋本とこ
ちらで原発についての話をされています。政界引退
後のいわばライフワーク。同時に会報『こどもが危
ない』を毎月発行し配布しています。寒い小雨の日
に、真剣な表情で聴き入る女性の姿が印象的でした。

昨年 12 月 6 日に初開催された朝市。開催初日はなんと 30
分で売り切れてしまいました。写真は、初回の市のうれし
い反応にくつろいでいる朝市のメンバー。いちばん右は、
現在 36 歳の若き農業経営者・大貫さん。都市化の進む相
模大野ですが、地元に農地が残るのは、災害上も景観上も
大きな意味があります。若い農業経営者を応援して、地場
産野菜の恩恵に感謝したいです。

相模原市民朝市運営協議会による朝市で、市役所通りに
ある市農協本店前駐車場で実施する北部地区の朝市と交
互に開催されています。販売開始の午前 8 時前には、新
鮮な卵を求める長蛇の列ができています。何よりお客さ
んと親しく会話できるのがいい、と語る上溝からお見え
の生産者の奥さん。彼女は、もう 20 年近く、こうして相
模大野にやってきているそうです。「ずいぶん変わったで
しょう？」という問いに、「この場所にしか来ないからわ
からない。でも、ひとはちっとも変らんよ」と。ホンワカ、
うれしくなるコメントをいただきました。

【報徳二宮神社】
●６月と１２月の年２回

おさんぽマルシェ
　　　　　　小田急相模原、東林間、相模大野の

おさんぽマップの商店者たち

公益社団法人相模原シルバー人材センター
リサイクル自転車販売と刃物研ぎ

　　　　　　　●毎月第４金曜日
【シルバー人材センター南事務所】

駅前の放置自転車の保管期間の過ぎたものを修理して
販売。安価なこともあって、毎回、人気で抽選で買う
ことができます。同じ日に刃物研ぎもしてもらえます。
とにかくジェントルなおじさんたちがいっぱい。

【ユニコムプラザさがみはら】
●いまのところ毎月２回土曜日

オーサーズ・カフェ

　　　　　　　　

【相模大野４商店街とｂｏｎｏ参加店】
●春休みのあたりとハロウィンのあたりの年２回

ちょい呑みフェスティバル
　　　　　　３枚つづりの「ちょい呑み券」2500 円

を購入。行きたいお店で券を渡してちょ
い呑みセットを楽しむ、という気軽な気
持ちでできるお店発見イベントです。次
回は、3 月 24，25，26 日と初の３日
連続で開催される予定です。 ▲これは、２０１３年開催した『１００人の母たち』写真展の写真家・亀山

ののこさんのカフェ風景。企画も連携できたら楽しいよね。
※JAZZ のまちのイベントも
　　ひきつづき期待ですね。
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こうしてみてたら、

なんだか頑張ってる

まちなんだ、って気

がしてきたよ。

子どもを連れた
お母さんが、 あんまり
立ち止まってくれなくて
ちょっと残念だった



中学生のための
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～いま、先輩たちが伝授する生き抜く力～

上鶴間大人塾

社会できまざまなキャリア積んで

きたメンバーからなる地域サーク

ル「上鶴間大人塾」。それぞれが

得てきた知識と生きるヒントを地

域にフィー ド・バックさせたいと、

これまでも小学校と組んで総合学

習のお手伝いなどをされてきまし

た。「あぁ、あのときのおじさんや ▲準備をすすめる大人塾のメン′く―のみなさん
おばさんたちか」と思い当たる人もいるのでは ?

馴鰈留マ時国 Dl種tT鷲鋪ξfぞ7:

●上鶴問公民館 自主企画提案事業

第
１
講

2月 28日

(土 )

わが青春に悔いなし～辞職し

てヨットで世界一周へ～

第
２
講

3月 1日

(日 )

人生に満塁ホームランはなし

～食文化を変えたマクドカレド～

第
３
講

3月 22日

(日 )

80年間の生き方を語る～私6

場合、みんなの夢はなに7

第
４
講

3月 28日

(土 )

話し合いでつくろう～生きタ

く力を育てる
″
羅針鰹
′

第
５
講

3月 29日

(日 )

社会人になるつて、なに?

自分の人生は自分でつくる

轟婁轟鰺

時代になりました。豊富な社会経験

を持つ講師陣が自らの体験を語 り、

中学生と語 り合おうというのが、こ

の
｀
キャリア塾

″
です。

こんな面白い人たちがいると知れば、

それは生き抜く力になるはず。こん

な生き方もあると知れば、もつと自

由に夢をえがき、もつと楽 しく自分

の未来を考えていけるのではないで

しょうか。中学生のみなさん、ぜひ、

のぞいてみてくださいわ～ ′

/
〔とき12015年 2月 21日 (土 )

i330～ 1630受付開始i3:00

〔ところ〕ユニコムプラザ

さがみはら実習室2

〔参加費】無 料
〔申込み1 2月 14日締切
te1042・ 745・ 067611ax742‐0447

〔主催】NPO法人ここずつと
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まちの風景のアク

実現できたものでした。

まちのなかに拠つて、つながりを実現し、機会を拡げ

てくれたサガンさんに、厚い謝辞を贈りたいと思いま

す。安藤さんは、閉店後もこのまちの住人、隣人であ

ことに変わりありません。これからも、ここでずつ

とまちづくりに活躍されることでしよう。なおさらに、

サガンの閉店に際し、改めて言いましょう。

「これまでありがとう。これからもよろしく !」

定員中学生20名 (先着順、上鶴間公民館窓口か6042‐ 7496611へ )

座席に余裕があれば、当日の飛び込み参加もできますよ。

′  クリップ・ ボ ー ド
ここでずっこ暮らしたい市民のための語ι:場

口卓ミーティング
いよいよ最終回 しめくくιlです

ここずたうん8号でお伝えしたように、第 1回′第2回と円卓

ならではの意見交換のなかで課題出しを行い、まちづくりの可

能性を具体的に考えようと意欲を高めてきました。

最終回となる3回目は、さらに具体的にまちづくり、居場所づ

くりのための情報交換を盛り込んだミーティングとするため、

ゲストをお迎えします。今後につながる市民力を高めていきま

しょう。発意ある老若男女の皆さん、お集まりください !

:  O  n

塁燎彎ρ℃写事

NPO法人ここずつとは、2015年、コ ミ ュ ニ テ ィ 01ンア タ ー 開催 活動 に取 り組みま丸
※この夢業につき孝しては、さか群けら市民協働77ン ド・ゆめの芽による助威か決定してお‖きす。

カフエ
『 こ こ de=コミ 』 ※原則、毎月第 3日 曜日どなたでも出入り自由。

もちろん、相 構ヨ言淡電ミ:コも開いていま丸相談は8042-745-0676へ 。
おしらせ :「児童発達支援 放課後等テイサービス たいにい ほつくす」間所に伴い 事務PF体制が変わりますか ここすつとの連絡先等に変更はありません

弊社か地上或貢献の一環として、【NPO法人ここずっと】
や 【「水俣」を子どもたちに伝えるネットワーク】の事

務局として提供してきたスベースが変身を遂げます。

もっと身近に、もつと足を踏み出して、地域福祉に

貢献できる企業になるために。

【たいにい。ぼつくす】の支援方針は、この4つ。
1.子どもと家族のニーズに寄り添うサービス
2.成長を見守り、気持ちを共有する場つくり
3.ライフステージに合わせた連携づくり
4.福祉の先駆けとなるサービス提供
まずは、8042¨フ45¨0646にお電話ください。
施設見字とプログラムのご案内をいたします。

『フリー悧紙ここずたうん』No9

♯ちと::i]言lili:[:[]::詮
ここずたうん編集室

≠こ群 褥鳳
者は

【丁EL】 042-745-0676  【FAX】 042-742-0447

【E― mail】 info@cocoZutto.jp

※この事業は、さかみ|すら市民協働7ァ ンド・ゆめの芽による助威金を得て開催されるO②です。

〔ときl毎月第3月曜日
PM7:00～ 9:00

1ところ〕大野南公民館
〔資料代1 500円
【受講申込み〕ここずつと完
|これまでの講義録は、ここずつと

のHPで見ることができます,


